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An Attempt of Career Education using Visitor Employed Photography – a 








The goal of this study was twofold; examination of (1) whether self-understanding in career choice is 
fostered through the coursework using visitor employed photography (VEP); and (2) whether this 
coursework was effective for students on choosing their career. In the first study, whether the cou rsework 
using VEP foster self- self-understanding in career choice was examined through longitudinal research. 
The results showed the changes in categories between pictures taken at time 1 and those at time 2. Half of 
the students recognized that the categories of the pictures they took had changed. In the second study, the 
effectiveness of the coursework on career choice was examined with using both subjective and objective 
indicators. The results showed that 80 % of the students who took the coursework ha d chosen their career 
by two months before their graduation. More than 40 % of the students recognized that the coursework 
using VEP was actually helpful in their career choice. It was suggested that coursework using VEP has 
certain effect as career educational strategy. 
 

























































































































 東京都内の福祉系専門学校の 3 年生（最終学年）
12 名（男性 5 名、女性 7 名）であった。調査開始時
の平均年齢は 20.08 歳（SD=1.16）であった。対象者
は、調査者の受講生であった（科目は心理学系の必















 2005 年 4 月から 7 月であった。 
 
3.2.4 手続き 











































































 なお、第 1 回のリフレクション・シートのみ、後
にプレゼンテーションしてもらうために、発表に用
いても良い写真番号を回答してもらった。また、第










































撮影枚数 20.83 7.81 5 27
22.42 6.86 7 27
好きな写真の枚数目 10.00 6.45 2 19
13.17 10.38 1 27
カテゴリー数 4.17 1.11 2 6






















Table 3 撮影された写真のカテゴリー、回答例、度数 
第1回 第2回
物 「好きな食べ物・飲み物」 20 7
「愛用品」 (40.82) (20.59)
場所 「家」 9 5
「学校」 (18.37) (14.71)
友人 「地元の友達」 7 13
「学校の友達」 (14.29) (38.24)
家族 「家族」 6 3
「母」 (12.24) (8.82)
風景 「桜」 5 4
「現代建築」 (10.20) (11.76)
恋人 ｢恋人」 1 1
( 2.04) ( 2.94)
自分 「自分の一部」 1 1













 変化したと思った男性 A の第 1 回、第 2 回の写真
のカテゴリーを Table 4 に示す。第 2 回において「自
分の趣味のもの」や、「野球」のカテゴリーが現れた。
男性Aのカテゴリーが変化した理由についての自由





Table 4 変化したと思った男性 A の第 1 回，第 2
回の写真のカテゴリー 
記述回答 枚数 記述回答 枚数
C1 「家族（家の中）」 9 C1 「クラスの友達」 6
C2 「バイト」 6 C2 「自分の趣味のもの」 12














続いて、変化しなかったと思った女性 A の第 1 回、













Table 6 変化しなかったと思った女性 Aの第 1回，第
2 回の写真のカテゴリー 
記述回答 枚数 記述回答 枚数
C1 「友人，仲間」 7 C1 「友人，仲間」 8
C2 「自分の一部」 8 C2 「家族」 8
C3 「家族」 9 C3 「自分の好きなもの」 6































































 卒業年の 1 月の時点で、12 名の対象者のうち、10
名（83.33%）が進路決定者として、2 名（16.66%）
が進路未決定者に分類された。進路決定者の内訳は、
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Table 8 課題の役立ち度に対する認識ごとの被験者の特徴 
課題の役立ち度
に対する回答




5名（41.67％） 男性 24 決定 有料老人ホーム あり
女性 20 決定 民間企業 あり
女性 21 決定 民間企業 なし
男性 24 未決定 （一般病院） なし
女性 21 未決定 （デザイン系の仕事） あり
いいえ あり3名/なし4名
7名（58.33％） 男性 22 決定 民間企業 なし
男性 22 決定 民間企業 あり
男性 22 決定 民間企業 なし
女性 21 決定 民間企業 あり
女性 23 決定 民間企業 なし
女性 20 決定 福祉施設 あり
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Table 10 写真投影法が進路選択に役立たなかったと認識した理由のカテゴリー 
カテゴリー 度数 記述例
既知 4 写真を撮る前から，福祉系に行きたかったから。
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